
天
界
第
九
號
（
第
一
巻
）

大
正
十
年

七
月
號

13ア

フ
ィ
ン
レ
イ
・
佐
々
木
彗
星

（
附
、
　
一
般
に
彗
星
軌
道
に
つ
い
て
）

理
四
幅
　
山
　
本

剛
、
彗
星
の
軌
道

清

　
彗
星
に
か
ぎ
ら
す
、
一
般
に
諸
天
盟
は
、
ニ
ウ
ト
ソ
の
法

則
に
よ
っ
て
、
二
つ
づ
、
相
互
に
引
力
を
及
ぼ
し
合
ふ
も
の

で
あ
る
が
殊
に
、
我
が
太
陽
系
統
中
の
遊
星
や
彗
星
は
、
そ

れ
λ
＼
太
陽
の
絶
大
な
引
力
を
受
け
る
結
果
こ
て
、
殆
ん
ざ

正
し
い
楕
圓
軌
道
を
薔
い
て
る
る
。

　
今
、
此
の
楕
圓
軌
道
を
一
般
的
に
設
明
す
る
ご
、
第
一
圖

の
如
く
右
辺
に
は
中
心
チ
の
外
に
、
二
つ
の
焦
鮎
夕
ご
ト
ε

が
あ
り
、
其
の
中
の
一
方
夕
に
太
陽
が
在
る
Q
そ
し
て
キ
か

ら
タ
チ
ト
を
経
て
工
ま
で
の
一
直
線
を
長
軸
、
叉
、
マ
チ
モ

を
短
軸
こ
い
ふ
。
今
長
軸
の
牢
分
の
長
さ
を
a
、
短
軸
の
山

分
の
長
さ
を
b
ε
す
る
ご
、

　
　
　
　
量
噸
ー
ー
H
唱
“
p
　
　
4
唱
1
1
出
唱
H
げ

そ
し
て
左
の
二
刀
に
基
づ
く
離
心
率
こ
い
ふ
量
を
定
め
る
、

　　

@　

@　

@　

@
馨
疇
・
L
糊

マ
に

い
キ

ろ
・
％
・
勿

偽

，
　
　
∠
　
一

　
　
　
手

タ
ノ

広
、　　
　
工

〆　
へ
感

モ

に
近
い
の
で
之
れ
を
近
眼
鮎
ざ
い
ひ
、
之
れ
に
反
し
、

遺
墨
鮎
こ
い
ふ
・
そ
し
て
キ
タ
を
近
ロ
黙
距
離
、
エ
タ
を
遠

日
貼
距
離
こ
い
ふ
。
叉
、
ケ
プ
レ
川
の
法
則
に
よ
り
、
星
の

動
径
（
星
ご
太
陽
ご
を
連
ね
紀
直
線
、
例
へ
ば
い
夕
、
ろ
タ

は
タ
等
）
が
一
定
の
時
間
に
謁
く
面
積
は
、
星
が
軌
蓮
の
上

　
離
心
率
の
大
小
に
よ
っ

て
、
此
の
橘
圓
が
如
何
程

長
細
い
か
蓬
い
ふ
其
の
程

度
を
割
断
ず
る
こ
ご
が
出

遷
る
。

　
星
は
・
キ
い
ろ
マ
は
に
エ

ほ
ヘ
モ
キ
の
如
く
灘
動
ず

る
の
で
あ
る
が
、
太
陽
が

タ
に
あ
る
た
め
、
運
動
す

る
に
つ
れ
、
太
陽
ご
星
こ

の
距
離
は
刻
々
に
鍵
化
す

る
。
キ
顯
が
最
も
太
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
を
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の
何
所
を
通
っ
て
み
る
時
に
も
、

ぱ
第
一
圖
で

　　

@一予

／

一
定
で
あ
る
か
ら
、
例
へ

わ

　／　　／
　！　声
　ノ　／工
／／　t

／

1一一一：一

ノ

lt7／／一IP，

／ラ

　
圏
顧
ワ
膚
ぴ
H

　
圃
上
昇
噂
行
1
1

　
副
麟
稀
噂
♪

こ
な
り
、
二
っ
て

軌
道
上
を
働
く
速

度
は
大
き
く
な
っ

た
り
、
小
さ
く
な

つ
π
り
す
る
Q
近

日
鮎
で
は
速
度
最

大
、
遠
声
貼
で
は

最
小
で
あ
る
。

　
次
に
此
の
楕
圓

軌
道
が
宇
宙
の
蔭

間
に
あ
る
位
置
を

言
へ
ば
、
第
二
圖

の
様
で
あ
る
。
一

般
に
、
星
の
軌
道

面
は
宇
宙
の
基
準
李
面
こ
の
間
に
或
る
傾
き
を
持
っ
て
る
る

普
通
は
宇
宙
の
基
準
李
面
こ
し
て
、
地
球
の
軌
道
面
を
探
る

の
で
、
之
れ
ご
、
星
の
軌
道
面
こ
の
交
は
う
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
一
直
線
を
、
軌
遊
の
交
節
線
こ
い
ふ
。
圖
で
ア
サ
が
そ

れ
で
あ
る
。
此
の
交
節
線
が
何
れ
の
方
角
を
向
て
る
る
か
‘

は
、
別
に
基
、
準
牢
面
上
に
定
め
セ
蕃
準
方
角
こ
の
差
角
で
言

ひ
表
は
す
。
此
の
基
準
方
角
ご
し
て
、
普
通
は
春
方
鮎
の
方

角
、
即
ち
毎
年
春
の
彼
岸
の
中
日
の
太
陽
の
位
置
を
探
る
。

圖
で
は
即
ち
タ
ヒ
の
方
角
で
あ
る
（
タ
は
太
陽
。
）
そ
れ
で

　
　
　
　
　
注
陶
鯉
山
刈
u
‡
三
舞
㊦
黙
繭

ご
着
す
る
。
蓋
し
あ
鮎
は
星
が
黄
道
面
の
下
部
（
南
方
）
か

ら
上
部
（
北
方
）
に
昇
っ
て
配
る
時
通
過
す
る
瓢
で
あ
る
か

ら
。
術
叉

　
　
　
　
　
油
鴻
三
二
蝿
1
一
尚
コ
響
㊦
薦
海

又
黄
道
面
ご
軌
道
面
こ
の
問
の
角
度
を
傾
斜
ご
言
ふ
Q

　
星
が
近
日
黙
を
通
過
す
る
時
刻
を
近
日
貼
経
過
ε
い
ふ
。

一
度
此
の
纒
過
を
し
て
、
次
に
再
び
近
口
吻
縫
過
を
や
る
迄

の
間
が
、
帥
ち
星
の
週
期
で
あ
る
。
此
の
週
期
は
グ
プ
レ
μ

の
第
三
法
則
に
よ
り
、
長
軸
の
長
さ
ご
密
接
の
關
係
が
あ
る

又
三
百
⊥
ハ
十
度
を
週
期
の
口
数
で
割
っ
た
も
吻
．
を
、
　
”
．
口
の

｝牛

ﾏ
運
動
こ
い
ふ
。
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さ
て
右
に
述
べ
起
事
柄
の
中
で
、
牢
長
軸
の
長
さ
、
離
心

率
、
昇
交
鮎
の
黄
経
、
近
日
鮎
の
進
度
、
傾
斜
、
近
日
鮎
経

過
、
週
期
、
近
日
鮎
距
離
、
李
均
蓮
動
議
、
総
て
星
の
軌
道

ざ
、
其
の
軌
道
上
を
運
動
す
る
模
様
を
精
密
に
言
ひ
表
は
す

語
を
、
其
の
軌
道
の
要
素
ご
名
づ
け
る
。
但
し
右
に
畢
げ
た

多
く
の
要
素
は
、
悉
く
皆
が
同
時
に
必
要
こ
い
ふ
わ
け
で
は

な
い
が
、
一
般
に
は
、
右
の
中
で
特
に
撰
ば
れ
セ
六
つ
の
要

素
だ
け
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
も
の
ε
な
っ
て
み
る
。

　
太
陽
系
の
中
の
星
で
、
遊
星
は
原
則
巴
し
て
、
離
心
牽
が

小
さ
く
（
帥
ち
圓
運
動
に
近
い
、
）
ヌ
傾
斜
も
小
さ
い
（
崩

ち
黄
道
に
近
い
。
）
之
れ
に
反
し
て
彗
星
は
、
原
則
こ
し
て

離
心
庫
が
一
に
等
し
い
。
穿
ち
此
の
場
合
は
、
特
に
拗
物
線

軌
道
ε
見
る
べ
き
も
の
で
、
從
っ
て
、
言
は
冨
長
軸
の
長
さ

も
、
週
期
も
無
限
大
ご
考
へ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
数
多
い
彗
星
の
中
に
は
、
離
心
率
が
一
よ
り
小

さ
な
も
の
、
帥
ち
長
軸
も
週
期
も
有
限
の
も
の
が
若
干
存
在

す
る
。
か
う
い
ふ
種
類
を
週
期
彗
星
ご
名
づ
け
る
。

　
天
騰
力
學
上
の
關
係
か
ら
言
へ
ば
、
彗
星
は
総
て
判
物
線

軌
道
を
薔
く
べ
き
筈
で
あ
る
が
、
元
來
、
其
の
蜜
量
が
小
さ

い
こ
こ
ろ
か
ら
、
其
の
蓮
式
帽
、
他
の
遊
星
等
の
引
力
を
受

け
て
、
軌
這
の
形
が
礎
化
し
、
遽
に
週
期
彗
星
な
る
種
類
が

出
來
π
の
で
あ
る
。
週
期
彗
星
は
、
其
の
圭
な
影
響
を
受
け

る
遊
星
に
從
っ
て
、
木
星
族
週
期
彗
星
、
土
星
族
週
期
彗
星

其
他
、
天
王
星
族
、
海
王
星
族
等
に
分
類
す
る
こ
ご
が
出
來

る
。
例
へ
ば
先
年
の
ハ
レ
ろ
彗
星
は
海
王
星
族
週
期
彗
星
の

噌
で
あ
り
、
叉
、
エ
ン
ケ
彗
星
や
ヰ
ン
ネ
ケ
彗
星
等
は
木
星

族
の
週
期
彗
星
で
あ
る
。
今
日
ま
で
知
ら
れ
て
み
る
種
族
の

中
・
で
は
、
木
星
族
が
最
も
多
．
藪
で
あ
る
。

　
　
ニ
　
フ
イ
ン
レ
イ
・
佐
々
木
慧
星

　
西
暦
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
年
）
九
月
二
十
⊥
ハ
日
、
南

ア
ソ
露
力
喜
望
峰
天
文
盛
の
ク
イ
ン
γ
イ
（
芝
・
口
・
葱
巳
翅
）

氏
は
、
偶
然
、
蛇
遣
座
プ
星
の
南
西
に
光
度
十
一
等
の
一
彗

星
を
登
訂
し
セ
。
直
径
は
一
分
、
無
尾
の
星
で
あ
っ
だ
が
、

毎
日
一
度
宇
づ
、
も
束
へ
東
へ
こ
遭
い
π
。
此
の
報
知
は
間

も
な
く
世
界
の
各
地
に
知
れ
わ
π
り
、
観
測
が
行
は
れ
る

に
つ
れ
、
軌
道
要
素
が
績
々
ご
登
表
せ
ら
る
、
に
至
っ
だ

が
、
典
の
結
果
に
よ
っ
て
、
先
づ
記
者
の
胸
を
う
つ
仁
こ

ご
は
、
此
の
星
の
軋
道
要
素
が
、
一
八
四
四
年
に
デ
．
ヴ
イ

コ
（
u
。
≦
8
）
氏
の
螢
引
し
だ
彗
星
の
要
素
に
似
て
み
る

こ
ご
で
あ
っ
だ
。
デ
・
ヴ
4
コ
彗
星
は
明
か
に
過
期
彗
星
で

初
回
出
現
後
、
五
年
牢
毎
に
、
く
り
か
へ
し
出
現
す
る
筈
で

人
々
が
待
つ
だ
に
か
㌧
は
ら
ず
、
何
故
か
逡
に
再
現
し
な
か

つ
把
星
で
あ
る
。
今
此
の
二
丁
の
要
素
を
比
較
し
て
見
る
巴
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近
日
手
甲
度

週離近軌昇

　　日遣口

　心瀦の黒占

　　距傾黄

口寧離釧経

　
フ
イ
ン
ソ
イ
彗
星

（
〃
リ
ユ
ゲ
〃
氏
計
算
）

　
　
釜
疵
度
指
分

　
　
垂
一
合

　
　
　
軍
　
一

　
　
　
一
・
毛

　
　
　
O
三
八
晃

　
　
　
六
美
七
年

　
デ
・
ヴ
イ
コ
暮
墨

（
ブ
ル
ソ
ノ
ウ
氏
計
算
）

　
一
毛
八
縫
璽
分

　
　
甲
高
　
流
〇

　
　
二
　
垂

　
　
7
一
八
六
四

　
　
〇
・
窪
七
三
七

　
　
凱
西
七
年

　
末
の
桁
ま
で
全
部
一
致
は
む
つ
か
し
い
け
れ
ご
、
大
膿
の

形
勢
は
先
つ
よ
く
合
致
し
て
み
る
か
ら
、
此
の
二
彗
星
を
全

く
同
一
ご
見
る
理
由
も
な
い
で
は
な
か
つ
セ
が
、
只
一
つ
週

期
の
差
が
、
ざ
う
し
て
も
此
の
二
星
を
同
じ
ご
見
る
べ
く
許

さ
れ
な
か
つ
仁
。
何
こ
な
れ
ば
、
フ
イ
ン
レ
イ
彗
星
の
近
日

鮎
維
過
は
一
八
八
六
年
十
一
月
二
十
【
百
で
あ
る
が
、
若
し

之
れ
が
デ
・
ヅ
イ
コ
彗
星
の
再
現
で
あ
る
こ
す
る
な
ら
ば
、

其
の
近
日
黙
経
遇
は
其
の
年
の
十
一
月
で
は
な
く
て
、
も
つ

ビ
早
い
頃
に
起
る
べ
き
筈
で
あ
っ
π
か
ら
、
結
局
、
此
の
こ

星
は
圖
族
の
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
決
し
て
同
一
の
も
の
で

は
な
宅
、
フ
イ
ン
レ
イ
彗
星
は
全
然
新
し
い
星
で
あ
る
ご
捜

せ
ら
れ
陀
。

　
ブ
イ
ン
レ
イ
彗
星
は
前
後
牢
年
程
観
測
さ
れ
て
、
其
後
見

わ
な
く
な
っ
た
が
週
期
六
年
八
ヶ
月
で
あ
る
か
ら
、
次
回
は

一
八
九
三
年
の
春
に
再
び
出
現
す
る
だ
ろ
う
ご
、
覇
者
達
は

待
ち
構
へ
柁
も
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
、
同
年
五
月
十
七
日

叉
も
や
、
フ
イ
ソ
レ
イ
氏
に
よ
っ
て
、
．
水
瓶
座
に
心
見
さ
れ

た
。
し
か
も
そ
れ
は
豫
て
シ
ユ
川
ホ
フ
氏
が
計
算
し
て
置
い

た
位
置
か
ら
、
一
度
以
内
の
所
で
あ
っ
把
ご
は
驚
く
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
此
の
年
に
は
、
始
絡
、
曉
天
の
薄
明
申
に
観

測
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
星
の
光
度
も
、
や
は
り
十
一

等
位
の
徴
弱
さ
で
あ
っ
π
か
ら
、
僅
か
三
ケ
月
徐
り
の
後
に

は
見
ね
な
く
な
っ
て
三
つ
覚
。

　
次
に
は
一
八
九
九
年
の
末
か
ら
一
九
〇
〇
年
の
始
め
に
、

彗
星
は
近
日
鮎
痙
遇
を
や
つ
だ
筈
で
あ
る
が
、
此
の
時
は
丁

度
、
太
陽
か
ら
見
て
我
が
地
球
の
反
勤
側
に
め
つ
だ
セ
め
、

全
く
誰
に
も
転
出
せ
ら
れ
な
か
つ
起
。

　
其
の
次
は
一
九
〇
六
年
の
後
言
期
に
出
現
す
る
筈
の
見
込

み
で
、
シ
ユ
川
ホ
フ
氏
等
は
豫
め
其
の
彗
星
の
見
ね
る
べ
き

位
置
の
推
算
表
を
登
表
し
、
大
に
實
際
魏
測
家
の
奮
起
を
促

し
だ
結
果
、
同
年
七
月
十
六
日
濁
逸
ハ
イ
デ
ル
。
へ
川
七
大
學

天
丈
垂
の
コ
ツ
ブ
氏
は
爲
眞
観
測
に
よ
っ
て
駆
れ
を
阿
見
し

牝
。
今
回
は
星
ご
地
球
こ
の
相
互
位
置
が
好
都
合
で
あ
っ
把

軋
め
、
光
度
も
強
く
、
又
比
較
的
長
い
間
観
測
が
出
門
把
。

　
次
の
近
H
鮎
通
過
は
、
外
界
に
別
に
何
も
鍵
り
が
な
け
れ

ば
、
　
一
九
＝
二
年
の
始
め
に
行
は
れ
る
筈
で
あ
っ
π
が
、
こ

れ
よ
り
先
き
、
一
九
一
〇
年
頃
、
此
の
彗
星
は
木
星
ご
著
し

く
接
近
し
だ
こ
ご
が
あ
る
の
で
、
其
の
引
力
を
受
け
て
、
軌

遽
要
素
は
非
常
な
紅
海
を
や
つ
把
ら
し
い
。
そ
れ
に
丁
度
、

叉
此
の
時
に
は
太
陽
か
ら
見
て
、
始
絡
地
球
の
反
動
側
に
あ

っ
だ
だ
め
、
途
に
誰
に
も
駿
見
さ
れ
な
か
つ
だ
。

　
故
佐
々
木
君
に
よ
っ
て
駿
見
さ
れ
把
今
回
の
彗
星
は
、
其

の
軌
道
要
素
を
、
以
前
に
三
回
出
現
し
花
フ
イ
ソ
レ
イ
彗
星
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ご
比
較
し
て
見
る
ご

　
　
　
　
　
第
噌
団
出
現
第
　
回
出
現
第
三
圖
出
現
、
佐
々
木
彗
星

　
　
　
　
　
（
〃
即
影
）
（
輩
凱
）
（
匙
凱
×
陣
恥
墾
ナ
）

　
こ
れ
で
見
る
ご
、

四
回
出
現
到
る
こ
ご
、
殆
ん
ざ
疑
ふ
べ
き
鯨
地
が
無
い
。

　
此
度
の
出
現
は
、
星
ご
地
球
こ
の
相
互
位
置
か
ら
言
へ
ば

比
較
的
に
好
都
合
の
場
合
で
あ
っ
元
。
距
離
も
近
！
＼
從
っ

て
光
度
も
大
き
か
つ
だ
に
拘
は
ら
す
、
近
日
鮎
通
過
後
十
日

目
ま
で
世
界
中
の
誰
に
も
覆
見
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
不
思
議

ご
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
前
の
三
回
の
出
現
に
は
、
皆
何
れ

も
近
日
黙
通
廻
の
約
ニ
ケ
月
雪
に
既
に
爽
見
さ
れ
仁
の
で
あ

る
の
に
。
…
…
騰
れ
は
多
分
一
九
一
〇
年
の
時
、
星
が
木
星

に
接
近
し
把
た
め
に
、
軌
道
要
素
が
除
り
よ
く
分
ら
す
、
そ

れ
に
一
九
一
三
年
の
時
に
は
見
逃
し
て
了
つ
陀
淀
め
、
今
回

の
位
置
推
算
に
は
頗
る
不
安
が
あ
っ
だ
の
に
由
る
だ
ろ
う
だ

か
ら
、
な
ま
じ
ひ
に
推
算
位
遣
に
捕
は
れ
る
よ
り
も
、
佐
々

木
君
の
や
う
な
一
心
家
に
よ
っ
て
始
め
て
書
見
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
π
の
で
あ
る
。
（
絡
）

一登塾週離近軌昇近近
』　準　　日濫交日　　　　　　　　　日
れ見春心臨の膿占黙
で　　分　　距回忌進縄
見都棚三酉斜経度過

弩欝三妻譲

塩　　一九券角

木フ穴空？？　三七一

耀㌶詳三三董餐
　　　　　　ニ　セ　　　コ
がイ　　　　　分日年
フ氏

藁講嬢
彗々＿六〇＿　　里十一

壌下剤嚢璽鑑
第氏　　　　分目年

時
間
ミ
時
刻
（
遺
　
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
　
　
　
津
　
　
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
此
の
假
號
ば
故
佐
々
木
鱈
が
屡
々
用
み
れ
も
の
で
あ
る
一
編
者
）

　
吾
人
の
祀
先
が
始
め
て
、
地
球
上
に
出
現
し
割
譲
時
、
實

生
活
に
入
つ
セ
其
の
瞬
間
か
ら
爲
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
π
第

一
の
仕
事
は
、
時
の
推
移
の
監
観
で
あ
っ
た
、
、

彼
等
は
實
に
是
に
よ
っ
て
食
ひ
、
走
に
よ
っ
て
寝
ね
、
是
に

擦
て
生
き
起
の
で
あ
る
。

彼
等
は
、
美
し
き
花
輪
を
盛
っ
た
金
色
の
麗
を
右
手
に
持
っ

て
徐
々
ご
朝
の
來
る
の
を
見
元
。

彼
等
は
叉
、
廣
漠
π
る
淋
し
き
。
原
の
上
を
、
安
ら
か
な
る
西

の
海
よ
り
金
色
の
瓶
子
に
李
和
の
冷
か
な
る
水
を
読
ん
で
、

夕
の
來
る
の
を
見
把
。
か
く
し
て
李
和
ご
沈
獣
ご
に
包
ま
れ

だ
夜
が
、
翼
ぴ
東
の
塞
が
ら
活
氣
の
充
ち
π
る
査
を
引
蓮
れ

て
造
る
の
を
見
だ
Q

斯
の
如
き
、
自
然
現
象
の
大
な
る
墾
化
は
吾
人
の
買
先
に
、

「
時
」
を
認
識
せ
し
む
る
に
充
分
で
あ
っ
π
。

攣
化
一
實
に
憂
化
こ
そ
は
、
時
を
認
む
る
唯
一
の
要
素
で
あ


